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ごみ収集車が燃えると危険です
不燃ごみ収集中に、パッカー車から「煙」が発生！！

　5月7日(土)、美和地域の不燃ごみ収集中に、パッカー車から異
臭と煙が発生しました。幸い大事には至りませんでしたが、車両に
積載していたごみが少し燃えました。
　原因は、「おもちゃ」のバッテリーによる発火と思われます。
　「バッテリーは取る」、「スプレー缶は穴をあける」、「ライター
は使い切る」、これらのことを守ってごみを出すようお願いします。

問合先　環境衛生課　　４４４・３１３２

―まちも心も美しく―
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　室内飼養のすすめ
　現在の住宅事情や交通事情等を考えると、
ねこは室内で飼養することが望ましいと思わ
れます。
利　点
・交通事故の防止
・伝染病予防につながる
・他人に迷惑をかけない　など

ねこを飼っている皆さんへねこを飼っている皆さんへねこを飼っている皆さんへ
責任を持って飼いましょう

分けよう資源、活かそう資源！！
　皆さんが毎月出している資源物。きちんと出さないと、せっかくの資源がリサイクルできない
など、ムダになってしまいます。
　ここで、注意したいポイントをおさらいしてみましょう！ 
かん・びん
・かん、びんは中身を使い切って、必ず洗って出してください。
・キャップ、ふたははずして、素材によりプラスチック、不燃物に
　出しましょう。
・食べ物、飲み物のかん、びん及び無色の化粧びんのみ出してください。
　それ以外のかん、びんは不燃物で出しましょう！
古　紙
・新聞紙、雑誌、ダンボール、雑がみ（封筒、パンフレット、ノートなど）
　等を十文字に縛って出してください。
・雑がみの細かいもの（名刺、ハガキ、商品の値札、トイレットペーパー
　の芯など）は、紙袋に入れて出しましょう。
スプレー缶・乾電池・ライター
・スプレー缶は中身を使い切って、必ず穴を開けて出してください。
　（不燃物には絶対に出さないでください。）
・ライターは、中身を使い切って、必ずガス抜きをして出しましょう。
　（七宝地域・美和地域のみ）
ペットボトル
・キャップ、ラベルをはずし、中を洗って踏み潰してから出してください。
衣類など（七宝地域・美和地域のみ）
・透明なビニール袋に入れて出してください。
・汚れのひどい物は、再利用が難しいため、可燃ごみに出してください。

　ねこは、一般的には自由な状態（放し飼い）で飼われており、飼主の目の届かない所で、他人
の土地を荒らしたり、糞をするなど近所へ迷惑をかけている場合が多くあります。
　近所の方から理解が得られるよう、責任を持って飼育してください。
　また、公園、道路等では、むやみにねこにエサを与えないでください。

　不妊・去勢手術のすすめ
　生まれた子ねこに責任が持てますか？
　ねこは生後1年で大人となり発情がきて、妊
娠が可能となります。
　発情による問題行動や、望まない妊娠を防
ぐ一つの方法として不妊・去勢手術があります。
　不妊・去勢手術を実施することにより、発情
がなくなり精神的に安定するばかりでなく、健
康面によい影響を与えるので、手術を受けな
いねこより長生きする傾向にあります。
　生後６か月から手術できますので近くの開
業獣医師にご相談ください。

問合先　環境衛生課　☎444・3132
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